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1-1 グローバル補助金プロジェクトの種類

グローバル補助金とは

グローバル補助金はロータリーの①7つの重点分野において②持続可能、
③測定可能な成果をもたらす④大規模な国際的活動に資金を提供する

グローバル補助金
授与と受諾の条件より

グローバル補助金プロジェクトの種類

1．人道的プロジェクト

2．奨学金

3．職業研修チーム（VTT)

ここでは人道的プロジェクト及びVTT
についてご紹介します



1-2 7つの重点分野

◎ロータリーの重点分野

・平和構築と紛争予防
・疾病予防と治療
・水と衛生
・母子の健康
・基本的教育と識字率向上
・地域社会の経済発展
・環境

条件① 最低1つ以上の７つの重点分野に合致する



1-3 プロジェクトの持続可能性
条件② プロジェクトが持続可能性を有する

持続可能性とは… 成果が現地で維持され、地域社会の継続的な優先ニーズに
応えていけること （授与と受諾の条件 セクション1D）

例えば、汚染された水源を浄化するニーズに対して浄水設備
を設置した場合、その後地域住民のみで設備のメンテナンス
をしていける仕組みを作ると持続可能性があるといえる

プロジェクト終了後も長期的に成果が持続する



1-4 プロジェクトの測定可能性
条件③ 測定可能性を有する

測定可能性とは… 文字通り成果が数値で測定できること
（授与と受諾の条件 セクション1E）

例えば、汚染された水源を浄化するニーズに対して浄水設備を設置した場合、
「浄水設備の利用人数」を目標とすると成果を数字で測定することが出来る



1-5 プロジェクトの規模と国際性
条件④ 大規模かつ国際的な活動であること

大規模なとは、最低予算額が30,000ドル以上であること
（授与と受諾の条件 セクション6A）

海外のロータリー（地区/クラブ）と協力すること
（授与と受諾の条件 セクション1H）

実施国提唱者（HOST SPONSOR)と援助国提唱者 (INTERNATIONAL SPONSOR)の両者が協力して実施するプロジェクト

実施国提唱者(HOST SPONSOR)…プロジェクトを実施する地区/クラブ（例 タイ）

援助国提唱者(INTERNATIONAL SPONSOR)…プロジェクトに協力する実施国外にある地区/クラブ
（例 日本）



1-6 まとめ 
企画したグローバル補助金プロジェクトがロータリー財団において

適切なプロジェクトとして認められるための条件は下記の通り

条件① 1つ以上の７つの重点分野に合致する

条件② プロジェクトが持続可能性を有する

条件③ 測定可能性を有する

条件④ 大規模かつ国際的な活動であること



2-1 人道的プロジェクトの実績
人道的プロジェクトの例 日本では24-25年度において62件

2790地区において2013年以降実施された人道的プロジェクトは下記の通り



2-2 VTTの実績

日本では24-25年度において4件
（2790地区ではゼロ）

(2750地区 日本&台湾 疾病予防と医療）
台湾の遠隔地における心血管疾患や糖尿病の医療を最適化し、関連する戦略に関する研修を提供する 日本
に渡航する医療従事者(25年7月〜8月)に台湾でフォローアップ研修(25年10月)を実施。

（2750地区 パラオ 疾病予防と医療）
パラオに医療能力強化職業訓練(VTT)と医療機器の寄贈を提供する

（2770地区 ベトナム 疾病予防と医療）
医療従事者の職業訓練チームとともに理学療法機器を提供し、 ベトナムのダナンにあるダナン整形外科リ

ハビリテーション病院のスタッフのための機器と測定技術を提供

（2770地区 タイ 疾病予防と医療）
16歳までの脳性麻痺児の運動神経改善のための伝導教育のPETO技術のトレーニングを提供する 理学療
法士やその他の介護者は、ウボンラーチャターニー特別教育センターのノー・オーディナリー・ジャーニー財団
と協力



2－3 グローバル補助金プロジェクトへの取り組み

プロジェクト名：サンペドロ・リロケーション・センター国立高校への職業訓練設備支援

実施国ＲＣ：3830地区 Alabang RC （フィリピン） 

ラグナ州サンペドロ市にあるサンペドロ・リロケーション・センター国立高校へ、時代に沿った現代の溶接設備
を導入し、溶接技術の授業を希望する生徒の受け入れ数を大きく増やし、尚且つ生徒の溶接資格の取得率を上げる
と共に周辺地域の工場での雇用促進を図る。

プロジェクトの概要： 

予算規模： 32,722米ドル（両クラブからの現金拠出：3,272米ドル DDF：16,361米ドル WF：13,089米ドル）

重点分野： 地域社会の経済発展

※ 地区財団活動資金（DDF）…地区財団委員会が管理し、クラブ・委員会が使用できる資金

国際財団活動資金（WF） …ロータリー財団が管理し、使用する資金（DDFの8割拠出）

千葉幕張ＲＣが申請している人道的プロジェクトが、現在ロータリー財団の承認待ち

援助国ＲＣ：千葉幕張ＲＣ  



2－4 グローバル補助金プロジェクトへの取り組み

プロジェクト名：ラオスにおけるリハビリテーション支援

実施国ＲＣ：2790地区 日本 

ラオス国においてはリハビリテーションの認識は低くバイク事故によるケガや、脳障害などの後遺症に関しての
治療は施されていない。当チームは日本で行われているリハビリ治療をラオスにおける医療関連従事者に教育を施
し、リハビリ治療システムを構築する

プロジェクトの概要： 

予算規模： 30,600米ドル（DDF：17,000米ドル WF：13,600米ドル）

重点分野： 疾病予防と医療

2790地区職業奉仕委員会がVTT(職業研修チーム）を作成中

援助国ＲＣ：Lane Xang RC 3340地区（ラオス） 

※ VTTの場合、研修が実施される国が実施国となる



2－5 グローバル補助金の申請

グローバル補助金の申請はいつでも受け付けております。

まずは、地区財団統括委員会にご相談ください

第一段階として下記の書類の提出をお願いしております。

1. 地区財団統括委員会に様式501を提出する 

2. DDFを使用する場合、地区財団統括委員会に様式511を提出する 

様式501及び様式511は、地区ＨＰからダウンロード出来ます 



3-1 補助金プロジェクトを支える資金

補助金プロジェクトの財源は主に次の資金

2．地区財団活動資金（DDF）…地区財団委員会が管理し、クラブ・委員会が
使用できる資金

3．国際財団活動資金（WF） …ロータリー財団が管理し使用する資金
（DDFの8割を追加拠出）

1．クラブ・委員会からの現金拠出



3-2 DDFとWFの調達源泉

地区財団活動資金（DDF）と国際財団活動資金（WF）は、
どこから調達されるのか？

① 3年前の2790地区における年次基金寄付額

② 前年度の恒久基金の運用益

DDF= ①×47.5％ ＋ ②の50％

WF = ①×47.5％ ＋ ②の50％



3-3 DDFとWFの使途

補助金プロジェクトとDDF・WFの関係

補助金プロジェクトの種類 活動資金 摘要

地区補助金プロジェクト DDF 全額DDF

地区補助金奨学生 DDF 1名枠があり20,000ドル 全額DDF

G補助金プロジェクト DDF 1件最大で15,000ドルを支出

G補助金奨学生 DDF 2名枠があり1名22,223ドルを支出

G補助金プロジェクト（8割上乗せ） WF
上記DDFの8割（1件最大12,000ドル）を
追加支出

G補助金奨学生（8割上乗せ） WF
上記DDFの8割を追加支出
1名 17,777ドル



3-4 DDFの25-26年度の状況
2025-26年度の実績

3年前の年次基金寄付額の47.5％ 180,865．77ドル
前年度の恒久基金の運用益×50％ 41,305.39ドル

使用可能なDDF 222，171.16ドル

これを全て地区補助金プロジェクトとして使用することが可
能なのか？

地区補助金や地区補助金奨学生に充てられるDDFは50％まで

残りは、G補助金プロジェクトやＧ補助金奨学生に使用する



3-5 DDFの25-26年度の状況
2025-26年度の実績

3年前の年次基金寄付額の47.5％ 180,865．77ドル
前年度の恒久基金の運用益×50％ 41,305.39ドル

使用可能なDDF 222，171.16ドル

もしもDDFを単年度で使い切れず余ったら？

翌年に繰り越して使用することができる（古いものから順に）

但し、G補助金プロジェクトやＧ補助金奨学生にしか使用できず

5年間経過するととＷＦに組み込まれる



3-6 DDFの25-26年度の状況
2025-26年度の実績
3年前の年次基金寄付額の47.5％ 180,865．77ドル
前年度の恒久基金の運用益×50％ 41,305.39ドル
使用可能なDDF 222，171.16ドル

①このうち50％以下を地区補助金と地区補助金奨学生に使用可能（上限111,651ドル）
地区補助金プロジェクト…111，651ドル（上限MAX） 申請時118，725ドルにより減額
地区補助金奨学生 … ゼロ

②残りをG補助金プロジェクトとG補助金奨学生に使用可能

グローバル補助金奨学生…22,223ドル×3人
グローバル補助金プロジェクト…20,000ドル＋17,000ドル

合計…103,669ドル ①＋②合計 215,320ドル

現状、千葉幕張RC及び職業奉仕委員会のGプロジェクトが申請中で、今年度中に承認が降りれば、
単年度の財源では賄いきれず繰越金（110，933.32ドル）でカバーする。



3-7 補助金Pにおける年次基金寄付の重要性

地区補助金プロジェクトや地区補助金奨学生の財源

→ 3年前の年次基金寄付額と恒久基金の運用益のみに依存

（前年度繰越金が使用できない）

年次基金寄付額の減少は、繰越金が使用できない地区補助金

プロジェクトの財源の減少にそのままつながる

年次基金寄付額が減少し続ければ、繰越金もいずれなくなり、

グローバル補助金プロジェクトの財源の減少につながっていく



3-8 DDFの現状確認 ①



3－9 DDFの現状確認②



ご清聴ありがとう
ございました。
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